


令和８年度

当初予算審査
〜挑戦の先へ　理想の具現化〜

予 算 額

一 般 会 計 ２４２億４,０００万円

１０８億５,０００万円

５８億２３０万円

特 別 会 計
（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）

企 業 会 計

４０８億９,２３０万円合 　 計

（都市開発事業・水道事業・下水道事業）

【５つの柱（重点項目）】
①小野市の実情に応じたきめ細

　かな物価高騰対策

②新たな価値を創出するまちづ

　くり

③子育て支援・教育環境の充実

④活力ある地域づくりの推進

⑤安全・安心に暮らせるまちづ

　くりの推進

　令和８年度の小野市当初予算議案が3月定例会に提出され、3月16日、

17日の2日間、予算決算常任委員会において審査を実施しました。

　質問項目を事前通告制とし、各担当部局より詳細な説明を受けましたが、

反対討論はなく、全会一致をもって可決すべきものと決定しました。

＼予算の概要はこちら／

未来への出発点　浄谷黒川丘陵地の利活用 北播磨の交通の要衛として更なる飛躍へ

②

デマンドタクシー助成事業

国保ミニドック健診経費の助成

（国保特別会計）　

特定不妊治療への助成

事業費：２，０３3万円

75歳以上で運転免許証をお持ちでない方や年齢を問わず要介護認定を受けておられる方であれば、タ

クシー運賃が通常の半額程度になる公共交通サービス。

利用方法は概ね通常のタクシーと同じだが、市内の移動に限ることや運行時間が決まっていること、乗り

降りできる場所が自宅前や駅、病院などの市が指定するポイント（乗降ポイント）のみとなっている。

※利用には利用者登録と登録者証の発行が必要。

事業費：1，390万円

特定健診及びがん検診の受診率向上によ

る市民の健康保持を目的として、4０～７４

歳の国保加入者を対象に、特定健診とがん

検診（肺・大腸・前立腺・乳・子宮頸）をセット

にした「ミニドック」健診費用の全額を助成

する。

Q.受診率の目標は？
A.過去５か年の特定健診受診率は平均

30%であり、国保ミニドック助成事業を進

めることで県平均の35%を超えることを目

標としている。

Q.期間は？
A.令和8・9年度の2か年を実施期間として

いる。

事業費：500万円

子どもを望む家庭の経済的負担を軽減し、

子育て支援の充実を図るため、保険診療・

保険外診療に関わらず特定不妊治療の一

部を助成する。

助成額については、治療１回あたり５万円で

・妻の年齢が40歳未満の場合は１子ごとに

６回まで

・妻の年齢が40歳以上の場合は１子ごとに

３回まで

を上限に助成を行う。

Q.年齢制限の有無やフォローアップは？
A.年齢制限は、治療開始の初日における妻

の年齢が４３歳未満まで。

　フォローアップについては、令和５年度から

こどもサポートセンター

を開設し、助産師及び

保健師による不妊治療

から妊娠および出産に

かけて相談できる体制

を整えている。

Q.地域ごとの利用実績の推移は？
A.令和６年度と７年度の増減（４月～１月での比較）

Q.利用実績の推移は？
A.令和５年度　年　　間　１４，７１１件

令和６年度　年　　間　１６，７４０件

令和７年　４月～１月　１６，８０１件

（利用までの流れ）

+１，８６９件

 －４１件

＋１８６件

小野地区

河合地区

来住地区

＋７４４件

＋１４４件

－１１２件

市場地区

大部地区

下東条地区

1 利用者登録

　高齢介護課の窓口にお越
しいただくか、申請書に必要
事項を記入の上、顔写真を
添付して郵送してください。
※代理人による申請も可能

２ 登録者証の受け取り

　申請後、2週間程度で登録
者証を郵送します。

3 配車

　市指定のタクシー会社に
電話でお問い合わせください。
運行日　毎日
ただし、１月１日を除く
運行時間　7:00～19:00

らん♡らんタクシー
で自宅から○○（乗
降ポイント）までお
願いします。

顔写真は高齢介護
課にて無料で撮影
しています

４ 乗車

　タクシーの乗車時に「登録
者証」を提示してください。
到着時は、メーター運賃に応
じた料金を支払ってください。

詳細な利用方法等は

こちら

③

市議会が check！



ラジコン草刈機導入支援事業

事業費：1，000万円

農業者や農業支援サービス事業者等に対し、

ラジコン草刈機の導入を支援する。

補助の対象は購入費またはリース料（１台限

り）とし、助成額は補助対象費の２分の１また

は１００万円のいずれか少ない額とする。

Q.補助対象者は？
A.①認定農業者または認定新規就農者

②１．０ha以上の農地を耕作している方

③集落営農組織、農会、自治会

④営農を目的として設立され、草刈り業

務の受託を業としている、または実施し

ようとする法人

消防訓練施設等整備事業

事業費：2，500万円

複雑化・激甚化する災害に対応できる消防

力・防災上の向上を目的として実践的な訓

練が可能な施設を整備し、より質の高い消

防・救助訓練を実施出来る体制を整える。

Q.どのような施設を整備予定か？
A.独自性のある訓練施設を計画中。案とし

て低・中・高層火災への対応や高所救助な

ど実災害に近い一連の訓練を実施できる環

境の整備を想定している。

おたふくかぜの任意予防接種費用の助成 空き家適正管理の推進

事業費：60万円

生後１２～２４か月の幼児を対象として新た

におたふくかぜの任意予防接種（１回につき

４，０００円）の助成を開始する。

Q.おたふくかぜの任意予防接種費用の助
成対象に加えた理由は？
A.おたふくかぜは合併症を起こしやすく、思

春期以降に罹患した場合には、生殖機能が

低下する危険性もある。また、妊娠初期に罹

患した場合は自然流産のリスクが高まり、こ

れらのリスクを防ぐには、予防接種が有効な

手段である。

Q.接種率の予想と周知の計画は？
A.40％を見込む。周知計画として広報、公

式LINEでのプッシュ通知、健診や教室で周

知を行う。

事業費：720万円

老朽危険空家等の解体に

かかる経費や空き家のリフォームにかかる

経費の一部を助成する補助制度を創設する。

Q.補助制度の内容は？
A.①老朽危険空家除却支援事業

解体工事費の2/3、上限133万2千円

※市の空家条例に基づき、指導を受けて

いる危険空家

②老朽空家除却支援事業

解体工事費の1/6、上限33万3千円

昭和56年5月以前に建てられた住宅で、

空家不良度測定基準の評点が１００点未

満の老朽空き家の解体にかかる経費の

一部を助成。

③空き家活用支援事業

リフォームにかかる経費の一部を助成

対象事業費の2/3、上限150～200万円

※補助金の上限は市街化区域、市街化調

整区域などにより変わる。

④
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修学旅行支援補助金

事業費：1，200万円

修学旅行費用の一部（宿泊費相当分）を補

助し、保護者負担の軽減を図り、子供たちの

教育環境の充実を図る。補助上限は小学生

１万円、中学生２万円、特別支援学校小学

部・中学部7，000円。

Q.今後も継続して補助を実施するのか？
A.今後の市の財政状況や物価高騰の状況

などを注視しながら継続の有無を検討したい。

Q.従来から補助の対象となっている要保護・
準要保護家庭就学援助経費との関係は？
A.従来の就学援助制度を優先し、就学援助

認定者の修学旅行費用は就学援助制度に

より支給する。

道路ネットワークの強化　新都市南北線

ひょうご小野産業団地　全８区画が操業開始

“夏のおの恋”　小野まつり・おの恋おどり

河合中学校の大規模改修

フリースクール等利用者支援補助金

事業費：１２０万円

不登校児童生徒の個々の状況に応じた学

びの場を確保するために、フリースクール等

民間施設へ通う児童生徒の保護者に対し年

間12万円（１か月あたり１万円）を補助。

Q.対象児童の把握はどのようにするのか？
A.学校長が出席扱いとして認めた子どもを

対象とする。

Q.周知方法は？
A.学校を通じて対象となる児童生徒の保護

者に周知する。

⑤



令和８年度小野市一般会計予算

令和８年度小野市国民健康保険特別会計予算

令和８年度小野市介護保険特別会計予算

令和８年度小野市後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度小野市都市開発事業会計予算

令和８年度小野市水道事業会計予算

令和８年度小野市下水道事業会計予算

全会一致で可決・承認した議案

第 2 号

第 3 号

第 4 号

第 5 号

第 6 号

第 7 号

第 8 号

令和７年度小野市一般会計補正予算（第７号）

令和７年度小野市水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度小野市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和7年度小野市一般会計補正予算（第8号）

第 9 号

第10号

第1 1号

第28号

小野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

小野市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例及び小野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

小野市議会議員及び小野市長の選挙における選挙公報の発行に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

小野市議会議員及び小野市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

小野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

小野市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

小野市上水道給水条例及び小野市下水道条例の一部を改正する条例の制定について

小野市農業集落等排水処理施設管理条例及び小野市下水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

小野市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

小野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例及び小野市消防団員の定員、
任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

小野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

小野市立市民研修センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

第12号

第13号

第14号

第15号

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

第2 1号

第22号

第23号

第24号

議案番号区分 議 　 　 案 　 　 名

当

初

予

算

補
正
予
算

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度小野市一般会計補正予算（第６号））

児童生徒学習用コンピュータ機器等の取得について

小野市道路線の認定について

小野市道路線の変更及び廃止について

第 1 号

第25号

第26号

第27号

そ

の

他

条
　
　
　
　
　
　
　
例

提出議案と審議結果

⑥

会
議
期
間
29
日
間

｟2
月
25
日
～
3
月
25
日
｠

3
月

定
例
会

第457回審議議案の中から PICK UP!!審議議案の中から PICK UP!!

市
長
提
出
議
案
・・・
28
件

｟当
初
予
算
７
件
・
補
正
予
算
４
件
・
条
例
改
正
13
件
・
そ
の
他
４
件
｠

｟議
案
第
25
号
｠

児
童
生
徒
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機

器
等
の
取
得
に
つ
い
て

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
２
期
と
し
て
、
市

内
の
全
小
中
学
校
に
導
入
さ
れ
た
児
童
生
徒
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
｟Ch

ro
m

e
b

o
o
k

｠
３
,
５
７

０
台
を
更
新
し
ま
す
。
更
新
す
る
端
末
は
、
文
部

科
学
省
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
今
後
５
年

間
の
使
用
を
想
定
し
た
高
性
能
な
端
末
で
す
。

　

ま
た
、
端
末
を
一
元
管
理
す
る
端
末
管
理
機

能
｟
Ｍ
Ｄ
Ｍ
｠
を
強
化
し
、
文
部
科
学
省
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
２
期
に
求
め
る
「
端
末
の
活

用
状
況
の
可
視
化
」
に
も
対
応
し
ま
す
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
安
定
か
つ
安
全
な
学
習
環
境
を
整
え
、

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
端
末
を
使
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
購
入
に

あ
た
っ
て
は
、
県

下
共
同
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
、
性

能
・
価
格
・
運
用

面
等
を
総
合
的

に
評
価
し
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

｟議
案
第
22
号
｠

小
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
及
び
小

野
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　

す
べ
て
の
消
防
活
動
に
従
事
す
る
「基
本
消
防
団
員
」

に
加
え
、
「機
能
別
消
防
団
員
」制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

「
機
能
別
消
防
団
員
」
は
特
定
の
役
割
や
活
動
に
限

定
し
て
従
事
し
ま
す
。
10
年
以
上
の
経
験
を
持
つ
元
消

防
団
員
等
の
入
団
を
想
定
し
て
お
り
、
経
験
者
の
方
々

に
も
安
心
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
、
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
、
消
防
団
組
織
の
補

完
と
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

«報
酬
»

�
基
本
消
防
団
員
年
額　

３
６
,
５
０
０
円

�
機
能
別
消
防
団
員
年
額
１
２
,
０
０
０
円

｟議
案
第
17
号
｠

小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
た
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
分
が
創
設
さ
れ
、
課
税
限

度
額
を
３
万
円
と
し
ま
す
。
小
野
市
の
基
準
単
価
は
、
県
標
準
よ
り

も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈基準単価〉

改定前 改定後 増　減 県標準

所得割

均等割
（1人あたり）

平等割
（1世帯あたり）

所得割

均等割

18歳以上
（加算分）

平等割

（年額）

7.42%

32,258円

20,744円

0.29%

1,286円

43円

824円

△0.20%

ー

△2,000円

+0.14%

+600円

+100円

+400円

7.40%

30,000円

20,000円

0.14%

600円

100円

400円

7.60%

30,000円

22,000円

ー

ー

ー

ー

子
ど
も
・子
育
て

　
支
援
納
付
金
分

医
療
分

〈課税限度額〉

合計額

改定前

改定後

増　減

（年額）

109万円

113万円

+4万円

子ども・子育て
支援納付金分

ー

3万円

＋3万円

介護
納付金分

17万円

17万円

ー

後期高齢者
支援金分

26万円

26万円

ー

医療分

66万円

67万円

＋1万円

令和８年度の主な改正内容

⑦



村

本

洋

子

議
員
｟
公
　
明
　
党
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

「
地
域
食
堂
」
の
運
営
経
費
へ
の
補

助
に
つ
い
て

■
■

　

答
弁　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し
、
地
域
食
堂

「
み
ん
な
の
台
所
」
毎
月
第
４
｟
土
｠
開
催
。

今
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
、
運
営
経
費
の
一
部
を
補

助
。
小
野
工
業
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生

徒
が
加
わ
る
等
さ
ら
に
充
実
し
、
多
世
代
・

多
属
性
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
る
。
令
和
８

年
度
か
ら
「
小
野
市
高
齢
者
等
の
居
場
所

づ
く
り
支
援
事
業
」｟仮
称
｠を
実
施
予
定
。

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

子
宮
頸
が
ん
早
期
発
見
の
新
た
な

「Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
」に
つ
い
て

■
■

　

答
弁　

受
診
者
の
負
担
軽
減
等
の
メ
リ
ッ
ト

は
期
待
で
き
る
が
、
検
診
結
果
に
よ
っ
て
、

次
回
の
検
査
時
期
や
検
査
内
容
が
異
な
る

な
ど
複
雑
で
あ
る
。
適
切
な
受
診
行
動
や

市
や
検
診
実
施
医
療
機
関
に
お
け
る
検
診

体
制
の
構
築
が
必
須
。
近
隣
市
と
検
診
方

法
が
異
な
る
と
混
乱
を
招
く
可
能
性
が
あ

り
広
域
的
な
実
施
が
必
要
。
他
市
町
の
動

向
も
注
視
し
、
情
報
収
集
・
研
究
を
重
ね

る
。                                

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
周
知

と
内
容
、
市
外
で
の
接
種
に
つ
い
て

■
■

　

答
弁　

Ａ
類
疾
病
の
た
め
、
全
額
公
費
、
自

己
負
担
な
し
。
３
月
号
広
報
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
開
始
に
つ
い
て
掲
載
。
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
案
内
。
小
野
市
・
加
東
市
以
外
の

兵
庫
県
医
師
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に

オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
用
又
は
窓
口
に
よ
り
申

請
。
県
外
や
県
医
師
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
医
療
機
関
で
は
、
申
請
手
続
き
を
行

い
、
接
種
後
一
旦
全
額
自
己
負
担
、
償
還

払
い
を
行
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

｟市
当
局
｠

孤
立
を
防
ぎ
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要

答
弁 シ
ニ
ア
世
代
も
集
う
地
域
食
堂
‼

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……

　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい

　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。

　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。

●質問テーマは?

　1. 質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。

　2. 議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。

●質問の制限時間は?

　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　

《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、

その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!

市民のみなさまの生活に

関わることについて、

10人の議員が

一般質問を行いました。

安

達

哲

郎

議
員
｟
躍

進

の

会
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

第
８
弾
ら
っ
き
ゃ
商
品
券
事
業
は
、

１８
歳
以
下
に
１
万
円
、
６５
歳
以
上
に
５
千

円
の
商
品
券
を
配
布
す
る
事
業
で
あ
る

が
、
物
価
高
で
困
っ
て
い
る
の
は
全
世
代

同
じ
で
あ
る
。
全
世
代
一
律
に
配
布
す
る

こ
と
が
適
当
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

■
■

　

答
弁　

第
７
弾
商
品
券
事
業
に
お
い
て
、
購

入
機
会
の
平
等
は
担
保
し
て
い
る
。
第
８
弾

事
業
に
関
し
て
は
、
国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に

沿
っ
て
子
育
て
・
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
設

定
し
、
対
象
を
絞
る
こ
と
が
平
等
・
公
平
の

原
則
に
反
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

｟副
市
長
｠

■
■

　

質
問　

全
国
各
地
で
多
発
す
る
首
長
等
に

よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
、
小
野
市
も

他
人
事
で
は
な
い
。
意
欲
や
目
標
を
持
ち

頑
張
っ
て
い
る
市
職
員
の
よ
り
よ
い
職
場

環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
現
状
把
握
の
意

味
も
含
め
、
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
結
果
を
公
開
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

職
員
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要
綱
、
議

員
に
は
「
政
治
倫
理
条
例
」
が
あ
る
が
、
市

長
等
特
別
職
に
は
な
い
。
倫
理
意
識
の
向

上
と
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
の
た
め
、
市
長

等
特
別
職
も
政
治
倫
理
条
例
を
設
け
る
べ

き
で
は
？

■
■

　

答
弁　

全
職
員
は
毎
年
自
己
申
告
書
を
提

出
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
限
ら
ず
自
ら
の
職

場
環
境
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
今
現
在
特
段

大
き
な
問
題
は
な
い
。　　
　
　
　　

｟市
当
局
｠

小
野
市
に
は
「
い
じ
め
等
防
止
条
例
」
と
い

う
画
期
的
な
条
例
が
あ
る
。
報
連
相
と
い

う
情
報
を
基
軸
に
し
て
共
に
助
け
合
っ
て

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
政
治
倫
理

条
例
は
必
要
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て

も
結
果
は
分
か
っ
て
い
る
。　　
　
　　

｟市
長
｠

国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
て
施
策
を
す
す
め
る

答
弁 ら
っ
き
ゃ
商
品
券
全
世
代
配
布
を
！

河

島

信

行

議
員
｟
躍

進

の

会
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

粟
生
町
は
粟
生
川
、
加
古
川
、
万
願

寺
川
の
流
域
に
位
置
し
、
地
元
で
は
、
梅

雨
時
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
水
害
を
恐

れ
て
い
る
。
粟
生
川
等
の
今
後
の
整
備
計

画
は
。

■
■

　

答
弁　

粟
生
川
の
水
害
を
防
ぐ
た
め
、
河
川

の
流
れ
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
樹
木
を

伐
採
す
る
な
ど
、
重
点
的
か
つ
予
防
的
に

管
理
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
級
河
川
加
古
川

や
万
願
寺
川
の
河
道
掘
削
や
支
障
樹
木
の

伐
採
等
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
国
に
対

し
て
掘
削
や
伐
採
を
継
続
し
て
要
望
し
、

国
・
県
・
市
が
連
携
し
た
防
災
・
減
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。　　
　
　
　
　

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

J
R
市
場
駅
の
市
営
駐
車
場
の
市

民
限
定
割
引
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

■
■

　

答
弁　

J
R
加
古
川
線
周
辺
の
駐
車
場
に

空
き
ス
ペ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
現
状
で
は
、

割
引
制
度
を
創
設
し
て
も
利
用
増
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
市
民
限

定
の
割
引
の
創
設
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
宿
泊
機
能
廃

止
後
の
代
替
と
し
て
、
複
数
市
と
連
携
し

た
宿
泊
機
能
を
有
す
る
施
設
を
設
置
し
て

は
。

■
■

　

答
弁　

青
少
年
が
集
い
、
寝
食
を
共
に
し
、

つ
な
が
り
を
深
め
る
機
会
は
生
涯
教
育
の

観
点
か
ら
も
貴
重
な
体
験
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
社
会
背
景
の
変
化
や
価
値
観

の
多
様
化
、
県
内
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の

動
向
等
か
ら
鑑
み
て
も
、
現
時
点
で
は
困

難
と
考
え
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

｟市
当
局
｠

毎
年
、
全
区
間
２
回
の
除
草
と
点
検
を
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
樹
木
の
伐
採
範
囲
を
拡
大
し
、
重
点
的

か
つ
予
防
的
に
管
理
す
る
。

答
弁 粟
生
川
等
の
整
備
に
つ
い
て

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。⑨ ⑧



掘
井
ひ
さ
代

議
員
｟
お
の
未
来
図
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

改
正
で
は
、
市
は
保
護
司
会
等
へ

の
協
力
が
「
で
き
る
規
定
」
か
ら
「
努
力
義

務
規
定
」
と
な
っ
た
。
次
代
の
担
い
手
確
保

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
人
脈
に
依
存
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
、
活
動
内
容
が
正
し
く

理
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
再
犯
防
止
・将
来
の

候
補
者
確
保
に
も
つ
な
が
る
。
市
の
広
報

誌
や
S
N
S
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で

は
。

■
■

　

答
弁　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
チ

ラ
シ
を
各
戸
配
布
・
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
し

て
い
る
。
「
お
の
か
と
う
保
護
司
会
だ
よ
り
」

は
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
に
送

付
し
、
側
面
的
に
支
援
し
て
い
る
。
今
後

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
等
も
活
用

し
、
多
様
な
手
段
で
周
知
啓
発
し
て
い
く
。

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

２
０
２
４
年
の
大
津
市
で
の
事
件

を
受
け
、
保
護
司
が
自
宅
に
面
談
者
を
招

き
入
れ
る
負
担
の
軽
減
や
家
族
の
安
全
を

守
る
た
め
、
市
内
に
面
談
場
所
の
拠
点
を

設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

■
■

　

答
弁　

現
在
、
市
内
の
各
コ
ミ
セ
ン
｟
土
日

祝
日
・
夜
間
も
利
用
可
能
｠
を
面
談
場
所
と

し
て
提
供
し
て
い
る
。
今
後
も
、
保
護
司
会

へ
の
補
助
金
の
交
付
や
物
品
の
提
供
等
の

経
済
的
支
援
、
市
民
へ
の
周
知
啓
発
等
の

支
援
及
び
協
力
を
行
う
。　　
　
　

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

S
N
S
等
を
通
じ
て
、
若
者
が
加

害
者
と
し
て
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
急

増
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
リ
ア
ル
に

理
解
で
き
る
若
年
層
や
女
性
の
視
点
が
必

要
で
は
な
い
か
。
現
在
の
保
護
司
の
構
成

は
。

■
■

　

答
弁　

年
齢
構
成
は
40
歳
代
１
名
、
50
歳

代
４
名
、
60
歳
代
７
名
、
70
歳
代
４
名
で
あ

る
。
女
性
の
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

｟市
当
局
｠

人
材
確
保
に
対
し
、
市
は
「協
力
規
定
」に
基
づ
き
支
援

答
弁 保
護
司
法
改
正
に
ど
う
向
き
合
う

前

田

昌

宏

議
員
｟
お
の
未
来
図
｠

QRコード

外
国
人
住
民
の
把
握
と
共
生
へ
の
取
組

■
■

　

質
問　

こ
の
ほ
ど
国
は
、
市
営
住
宅
に
入

居
す
る
外
国
人
の
把
握
と
共
生
へ
の
支
援

を
求
め
た
。
ど
う
取
り
組
む
か

■
■

　

答
弁　

市
営
住
宅
の
入
居
時
に
国
籍
や
在

留
資
格
の
ほ
か
世
帯
構
成
を
把
握
し
て
い

る
。
現
在
、
市
内
４
箇
所
の
団
地
に
は
外
国

人
９
世
帯
33
名
が
入
居
。
国
籍
は
シ
リ
ア

や
ペ
ル
ー
な
ど
７
か
国
に
及
び
、
入
居
応
募

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
外
国
人
入
居

者
に
対
し
て
は
、
生
活
上
の
ル
ー
ル
や
ゴ
ミ

出
し
マ
ナ
ー
に
加
え
、
災
害
時
の
避
難
経
路

な
ど
を
や
さ
し
い
日
本
語
を
用
い
て
周
知

で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。
ま
た
、
令
和
８
年

度
よ
り
地
域
の
き
ず
な
づ
く
り
支
援
事
業

を
拡
充
し
、
外
国
人
住
民
と
自
治
会
と
の

交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
交
流
活
動
に
取

り
組
む
自
治
会
に
費
用
を
助
成
｟
年
上
限

10
万
円
｠す
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　

｟市
当
局
｠

日
本
語
学
習
へ
の
支
援　

■
■

　

質
問　

日
本
語
教
室
の
拠
点
を
拡
充
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
小
中
学
校
で
支
援
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
不
足
へ
の
対
応
は

■
■

　

答
弁　

市
の
国
際
交
流
協
会
が
主
催
す
る

「
お
の
日
本
語
教
室
」
は
、
受
講
生
84
名
｟
10

カ
国
｠
に
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
28
名
で
対

応
さ
れ
、
外
国
人
の
約
７
割
が
住
む
大
部

地
区
｟
コ
ミ
セ
ン
お
お
べ
｠
で
開
催
し
て
い

る
。
外
国
人
居
住
者
が
増
え
て
い
る
市
場

地
区
で
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
や
会
場
の
調
整
等
が
課
題

と
考
え
る
。

　

学
校
で
の
支
援
で
課
題
と
な
る
人
材
確

保
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
追
加
配
置
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
地

域
人
材
の
発
掘
と
確
保
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　

｟市
当
局
｠

令
和
８
年
度
よ
り
交
流
活
動
に
取
り
組
む
自
治
会
に
費
用

助
成

答
弁 ど
う
繋
ぐ 
外
国
人
住
民
と
自
治
会

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

山
本
麻
貴
子

議
員
｟
お
の
未
来
図
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

令
和
７
年
度
よ
り
全
１３
校
｟
小
・
中

学
校
、
特
別
支
援
学
校
｠
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
｟
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
学
校
の
こ
と
｠
と
な
っ
た
。
学
校
運
営

や
教
育
活
動
へ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

■
■

　

答
弁　

成
果
と
し
て
「
教
育
活
動
の
質
の
向

上
」
、
「
子
ど
も
の
安
全
確
保
と
生
活
習
慣

の
改
善
」
、
「
学
校
運
営
の
透
明
性
と
信
頼

の
向
上
」な
ど
が
あ
る
。
「地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。　　
　
　
　

 　
　
　

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

中
学
校
部
活
動
が
、
令
和
９
年
度

よ
り
「
拠
点
校
方
式
」
に
移
行
す
る
。
生
徒

が
活
動
拠
点
校
へ
移
動
す
る
負
担
と
、
地

域
人
材
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

■
■

　

答
弁　

拠
点
校
方
式
と
は
種
目
毎
に
拠
点

校
を
設
定
し
、
休
日
は
拠
点
校
、
平
日
は

在
籍
校
で
活
動
す
る
部
活
動
。
小
野
市
の

地
域
特
性
と
し
て
、
全
校
が
比
較
的
近
接

立
地
し
て
お
り
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
活
用
も

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
部
活
動
指
導
員
と
し

て
は
、
現
在
８
種
目
１０
名
が
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
募
集
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

指
導
者
不
足
、
教
員
の
働
き
方
改

革
が
行
わ
れ
る
中
、
ど
の
よ
う
に
部
活
動

を
存
続
し
て
い
く
の
か
。

■
■

　

答
弁　

部
活
動
に
は
目
標
に
向
か
い
努
力

す
る
力
、
仲
間
と
の
連
帯
感
、
逆
境
を
し
な

や
か
に
生
き
延
び
る
力
、
非
認
知
能
力
等
、

教
科
書
や
学
校
で
は
教
え
切
れ
な
い
教
育

的
効
果
が
あ
る
。
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、

部
活
動
の
運
営
は
難
し
く
な
る
が
、
部
活

動
を
や
り
た
い
と
い
う
子
ど
も
が
い
る
限

り
、
大
人
が
知
恵
を
絞
っ
て
支
援
し
て
い

く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

｟教
育
長
｠

学
校
や
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
取
組
が
進
ん
だ
。

答
弁 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
効
果

前

田

光

教

議
員
｟
市
民
ク
ラ
ブ
｠

QRコード

少
子
化
対
策
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

■
■

　

答
弁　

少
子
化
に
つ
い
て
は
様
々
な
協
議
を

重
ね
て
い
る
が
、
明
確
な
対
策
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
市
役
所
の
若
手
職
員
の
意
見
を

集
約
す
る
と
「
経
済
的
…
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
非
常
に
多
く
、
将
来
へ
の
不
安
要
素

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
働

く
場
を
確
保
し
、
税
収
を
確
保
し
つ
つ
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
な
地
方
創
生
に
な
る
。

｟市
当
局
｠

小
野
市
の
未
来
を
築
く
道
路
戦
略

に
つ
い
て

■
■

　

質
問　

幹
線
道
路
供
用
開
始
後
の
交
通
動

態
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
小
野
市
の
道

路
網
は
南
北
の
路
線
は
一
定
の
充
実
感
が

あ
る
が
、
一
方
で
東
西
路
線
に
課
題
が
あ

る
と
感
じ
る
。
今
後
の
道
路
戦
略
を
問

う
。

■
■

　

答
弁　

東
播
磨
道
、
新
都
市
南
北
線
が
開

通
し
、
以
前
の
よ
う
な
渋
滞
は
解
消
さ
れ
、

来
春
の
三
木
Ｓ
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
後
に
は
、
さ

ら
な
る
利
便
性
が
高
ま
る
。
東
西
軸
の
強

化
を
図
る
た
め
に
令
和
８
年
度
で
は
、
市

街
地
で
は
「
大
池
横
断
道
路
」
、
新
都
市
南

北
線
か
ら
「
小
野
長
寿
の
郷
山
田
地
区
内

を
縦
断
す
る
道
路
」
を
検
討
し
、
東
西
路
線

の
充
実
を
図
る
。　　
　
　
　
　　
　
　

｟市
当
局
｠

■
■

　

答
弁　

私
の
希
望
で
は
あ
る
が
、
将
来
を
見

据
え
、
例
え
ば
、
新
大
河
橋
か
ら
西
に
加
西

市
へ
直
進
で
き
る
道
路
を
計
画
、
ま
た
、
ひ

ま
わ
り
の
丘
公
園
か
ら
西
に
、
信
号
機
の
な

い
「
ラ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
｟
環
状
交
差
点
｠
を

整
備
す
る
等
、
若
い
世
代
が
夢
を
持
て
る

環
境
を
整
え
た
い
。　　
　
　
　
　　
　
　

｟市
長
｠

道
路
整
備
は
未
来
へ
の
贈
り
物
！
少
子
化
対
策
に
も
‼

答
弁 道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
少
子
化
対
策
！

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。⑪ ⑩



藤

原

　

章

議
員
｟
日
本
共
産
党
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

過
去
の
各
種
支
援
策
は
「
公
平
・
一

律
」
が
基
本
で
、
「
ら
っ
き
ゃ
券
」
は
購
入
型

だ
っ
た
が
、
今
回
の
要
支
援
世
帯
へ
の
無

償
配
布
で
一
律
性
と
支
援
を
必
要
と
す
る

人
へ
の
配
慮
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
施

策
に
な
っ
た
。
そ
の
思
い
を
伺
う
。

■
■

　

答
弁　

購
入
型
は
買
え
る
人
と
買
え
な
い

人
が
お
り
、
「
公
平
・
公
正
」
か
ら
こ
ぼ
れ
る

人
も
い
る
。
特
に
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯

は
物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
重

点
的
に
無
償
配
布
し
た
。　　
　
　
　

 

｟
市
長
｠

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
イ
ン

ボ
イ
ス

■
■

　

質
問　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り
負

担
が
増
大
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
対
応
は
。

■
■

　

答
弁　

こ
れ
ま
で
も
特
例
措
置
を
国
へ
要

望
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
経
過
措
置
を

緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
安

定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

新
た
な
助
成
制
度
の
創
設
等
を
要
望
し
て

い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
止
す
べ
き

で
あ
り
、
特
に
シ
ル
バ
ー
は
課
税
す
る
べ

き
で
は
な
い
。
全
国
市
長
会
の
議
論
と
動

き
を
伺
う
。

■
■

　

答
弁　

全
国
市
長
会
は
「お
か
し
い
」と
言
い

続
け
て
い
る
が
、
国
の
動
き
は
無
い
。
今
後

も
粘
り
強
く
除
外
や
特
例
措
置
を
求
め
て

い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

｟市
長
｠

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
改
正
と
福
祉

施
策
へ
の
影
響

■
■

　

質
問　

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
改
定
に
よ
る

福
祉
施
策
へ
の
影
響
は
。

■
■

　

答
弁　

住
民
税
で
は
非
課
税
の
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
が
１０
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
福

祉
制
度
で
は
様
々
な
事
業
で
「
住
民
税
非

課
税
」
が
影
響
し
て
く
る
。
主
な
例
と
し
て

は
保
育
料
、
介
護
保
険
関
係
、
障
害
福
祉

な
ど
が
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　

  

｟市
当
局
｠

物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い
高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
に
配
慮

答
弁 「ら
っ
き
ゃ
券
」
無
償
配
布
の
理
由
は

山

本

悟

朗

議
員
｟
創

生

お

の
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
10
年
後
の

農
地
を
考
え
る
地
域
計
画
が
各
地
域
で
作

成
さ
れ
た
。
作
成
か
ら
１
年
を
経
過
し
た

今
、
各
団
体
が
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
た
取
組
を
伺
う
。

■
■

　

答
弁　

計
画
策
定
か
ら
ま
だ
１
年
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
計
画
実
現
の
た
め

の
検
討
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
事
例
と

し
て
、
農
作
業
の
省
力
化
に
向
け
た
農
業

用
ス
マ
ー
ト
機
器
等
の
導
入
補
助
申
請
や
、

ほ
場
整
備
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
わ

れ
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
ま
た
、
農
地
バ
ン

ク
を
通
じ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
締
結

や
変
更
も
徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
２８
地
区
に
お
い
て
５
２
１
筆
の
実
績
が
あ

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

集
落
の
民
家
の
間
に
点
在
す
る
面

積
の
狭
い
農
地
、
山
間
の
農
地
な
ど
は
今

回
の
計
画
で
集
約
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
農
地
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
あ
る

の
か
。

■
■

　

答
弁　

集
約
か
ら
外
れ
た
こ
れ
ら
の
農
地
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
地
域
計
画
作
成
の
副
産

物
と
し
て
、
土
地
の
利
活
用
と
保
全
の
方

法
に
つ
い
て
、
地
域
で
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
型
の
農
機
具
が
入

り
に
く
い
な
ど
生
産
性
が
低
い
と
の
理
由

で
集
約
か
ら
外
れ
た
山
間
の
農
地
に
つ
い
て

は
、
今
後
山
に
戻
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。｟市

当
局
｠

山
間
の
耕
作
不
便
農
地
は
山
に
戻
す
こ
と
も

答
弁 集
約
か
ら
外
れ
た
農
地
は
ど
う
な
る

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

派遣日：令和８年１月２７日（火）～２８日（水）

各議員の報告書は、こちらから‼

議 員 派 遣

①「政策議会の実現に向けた議会・議員の取り組み」

②「議員のコンプライアンスとハラスメント条例の作り方」

としま産業振興プラザ

（東京都豊島区西池袋2-37-4）

派　遣　先 内　　　容 派遣議員

安 達 哲 郎

   小野市議会では、議会の審査機能の強化・政策提言能力の向上のため、議会の公務として

真に必要な調査・研究活動を見定め、調査研究活動を行っています。

令和8年3月２5日に派遣議員から視察

内容に関する報告を受け、議員間で情報

共有を行いました。

髙

坂

純

子

議
員
｟
無
　
会
　
派
｠

QRコード

■
■

　

質
問　

外
国
人
へ
の
ご
み
有
料
化
の
周
知
は
。

■
■

　

答
弁　

令
和
８
年
２
月
末
時
点
に
お
け
る

外
国
籍
住
民
は
１
,
８
６
９
人
で
、
内
ベ
ト

ナ
ム
国
籍
が
５５
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
が

１０
％
で
あ
る
。
ご
み
の
分
別
ル
ー
ル
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
多
文
化
共
生
社
会

を
実
現
す
る
う
え
で
重
要
な
鍵
で
あ
る
。

ご
み
袋
へ
の
外
国
語
表
記
や
国
際
交
流
協

会
と
の
連
携
、
雇
用
企
業
を
通
じ
た
周
知
、

転
入
転
居
手
続
き
の
際
の
説
明
、
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
入
れ
団
体
と
の
連
携
等

も
含
め
、
多
角
的
に
周
知
活
動
を
し
て
い

く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

｟市
当
局
｠

■
■

　

質
問　

生
ご
み
の
８０
％
は
水
分
。
生
ご
み

減
量
化
の
た
め
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
動

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
用
に
補
助
金

を
出
し
て
は
ど
う
か
。

■
■

　

答
弁　

補
助
制
度
が
あ
る
こ
と
で
、
ご
み
減

量
化
へ
の
意
識
付
け
に
は
な
る
が
、
税
金
を

使
い
補
助
す
る
対
象
が
限
ら
れ
る
。
需
要

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。　　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

｟市
当
局
｠

投
票
率
の
向
上
と
「子
ど
も
記
念
証
」

■
■

　

質
問　

親
と
一
緒
に
投
票
に
来
た
１８
歳
未

満
の
子
ど
も
に
「
１８
歳
に
な
っ
た
ら
投
票

に
行
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
等

の
文
言
を
添
え
日
付
を
打
っ
た
「
記
念
証
」

を
渡
す
こ
と
で
、
家
庭
内
で
の
主
権
者
教

育
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

■
■

　

答
弁　

投
票
の
本
質
は
、
記
念
証
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
投
票
の
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自
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ち
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自
ら
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思
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主
張
で
き
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あ
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お
む
つ
ご
み
の
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援
は
で
き
な
い
か
‼
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議会調査研究活動
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一部事務組合議会活動について、以下のとおり各組合議員から報告がありました。

報告内容　令和７年度補正予算や令和８年度予算等の議案を全会

一致で可決。

人件費や物価の高騰等により、令和８年度も非常に厳しい経営状

況が予測されるが、原点である「基本理念」に立ち返り、地域から

「頼られる病院」として持続可能で安定した経営基盤の確立を目指

す。また、第三者で構成する経営計画評価委員会の設置が決定し、

第1回委員会が令和8年３月10日に開催された。

企業団議員　堀井ひさ代・村本洋子・河島三奈・山本悟朗・河島信行

北播磨総合医療センター企業団 小野・三木

報告内容　斎場「湧水苑」は業務開始より25年が経過し、設備の経

年劣化が進行している。令和８年度は全6基ある火葬炉のうち2基

の大規模改修を実施する。残りの４基についても順次大規模改修

を行う予定である。

組合議員　安達哲郎・山本麻貴子・小林千津子

小野加東広域事務組合 小野・加東

報告内容　令和１６年の供用開始に向け、令和８年に新ゴミ処理施

設の整備（環境影響調査、造成実施計画）が実施される。令和１６年

までの期間は、現在の施設の定期整備や延命化を図りながら、市

民生活を支える施設として適切な管理運営を行っていく。

組合議員　前田昌宏・前田光教・川名善三

小野加東加西環境施設事務組合 小野・加東・加西

報告内容　し尿及び浄化槽汚泥等の処理をする施設。全体搬入量

は減少傾向が続いている。付帯施設のスポーツ公園の使用料と施

設区分を令和8年4月より改める。※構成市にお住まいの方がご利用の場合

〈旧〉スポーツ公園　800円／ｈ

〈新〉スポーツグラウンド及び多目的広場　2000円／ｈ

　　　スポーツグラウンド　2000円／ｈ　  多目的広場　800円／ｈ

公園のトイレについて、現存の男女共用トイレを、男女別洋式トイレ、

更衣・休息スペースを整備した施設に改修する。

組合議員　安達哲郎・山本麻貴子・小林千津子

北播衛生事務組合 小野・加東・西脇

⑮
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  ３月定例会の提出議案審査について、予算決算、総務文教、民生地域の各常任委員会を開催し、当局から細部

にわたる説明を受け、慎重に審査しました。

≪予算決算常任委員会≫ （令和８年度予算審査はＰ２～5もご覧ください）

３月１２日、１6日、１７日、25日開催

付 託 議 案 数：１１件（議案第2号～第１１号、議案第28号）

審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

主な審査内容

議案第2号～第１１号　令和８年度当初予算議案、令和７年度補正予算議案について
  当初予算議案については、浄谷黒川丘陵地の土地の利活用にかかる現状と官民連携手法の導入検討状況、

物価高騰対策として創設する修学旅行支援補助金の内容と今後の見通しなど、質問項目を事前通告制とし、詳

細に審査しました。また、補正予算議案については、国の補正予算に伴い前倒しして実施する大型事業につい

て事業の内容及びその財源には国庫補助金に加え、後年度に交付税措置がある有利な補正予算債を活用する

など、歳入・歳出の両面から確認を行いました。

≪総務文教常任委員会≫

３月19日開催

付 託 議 案 数：8件（議案第１4号～第１6号、議案第２1号～２5号）

審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

主な審査内容

議案第22号　小野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例及び小野市消防団員の定員、
任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

  新たに機能別消防団員の制度を創設することで、元消防団員などの経験者の方々にも安心してご協力いただ

ける環境を整えることができ、地域防災力を向上させる取り組みとなることを確認しました。

議案第２5号　児童生徒学習用コンピュータ機器等の取得について
  入札方法が県の公募型プロポーザルによる一括入札によるなど、財産取得に至るまでの経緯について確認し

ました。

≪民生地域常任委員会≫

３月19日開催

付 託 議 案 数：8件（議案第１2号、第13号、議案第17号～第２0号、議案第26号～第27号）

審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

主な審査内容

議案第１7号　小野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
  令和8年4月から導入される子ども子育て支援納付金の基準単価が、県標準よりも低額に抑えられていること

を確認し、その制度説明及び国民健康保険の今後の県への統一化に向けた見通しについて確認しました。

議案第26号　小野市道路線の認定について
  東播磨道建設に伴い、県から市へ移管される道路の確認をしました。

常任委員会審査報告

⑭



小野市議会 検索
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≪お申し込み先≫　議会事務局　ＴＥＬ．63−1006（直通）　ＦＡＸ．63−4108
Ｅ-mail:gikai@city.ono.hyogo.jp　（市議会だよりへのご意見もこちらまで）
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本会議の受付場所　市役所６階
傍聴者名簿に住所・氏名を記入
※入退場自由/定員38人 
※耳が聞こえにくい方も傍聴できるよ

う磁気ループを設置しています。
各委員会の受付場所　市役所６階 
傍聴者名簿に住所・氏名を記入 

本会議の様子をパソコンやスマホ等でい
つでも視聴できます。 （ライブ中継・録画
視聴）過去2年分の録画中継が視聴でき
ます。 アプリをダウン

ロードするとス
マホに広報紙が
届きます！

傍 聴 方 法 ネット中継視聴方法 スマホで議会だより

令和８年６月定例会（予定）

※議会と市民との懇話会 … 一般質問を行う日の本会議休憩中に、傍聴者の方からご意見をいただく機会を設けています。

※託 児 コ ー ナー 開 設 … 一般質問を行う6月１6日（火）、 １7日（水）は、 「託児コーナー」を開設します。

傍聴の際には、1歳から就学前のお子様をお預かりします。

6月8日（月）までに議会事務局までお申し込みください。（費用負担はありません）

※手話通訳 ・ 要約筆記 … 本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約筆記」を利用することができます。

希望日の８日前までに議会事務局までお申し込みください。（費用負担はありません）

日 月

28 29 305/24

6/1 2 3 4 5 631

8 9 10 11 12 137

15 16 17 18 19 2014

22 23 24 25 26 2721

火 水

本会議1日目
 （10：00～）

議案説明

手話通訳・要約筆記

申し込み〆

 （26日分）

本会議2日目（10：00～）

一般質問

※懇話会あり

本会議4日目
 （13：30～）

議案の採決など

予算決算常任委員会
（10：00～）

総務文教常任委員会
（13：30～）

民生地域常任委員会
（総務文教終了後）

本会議3日目（10：00～）

一般質問

※懇話会あり

託児申し込み〆
 （16・17日分）

手話通訳・要約筆記
申し込み〆

 （16・17日分）

木 金 土

議会を傍聴しませんか？

※変更となる場合があります。

3月定例会

30名
（令和7年度累計129名）

議会傍聴者数

５月臨時会の日程・・・５月12日（火）　午前１０時～
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